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要 望 趣 意 書 

国民体育大会は、昭和２１年の第１回大会以来、わが国最大のス

ポーツの祭典として、広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健

康増進と体力向上を図るなど、明るく豊かな国民生活の発展に寄与

してきました。 

昭和５０年には、「たくましくあすをひらこう」をスローガンに、

第３０回国民体育大会を本県において開催し、簡素・清潔な大会運

営や本県選手団の活躍による大会の成功は、県民に自信と誇りを与

えるとともに、本県スポーツの振興はもとより、その後の県勢発展

にも大きく貢献してまいりました。 

一方、わが国を取り巻く環境は、急速な少子高齢化の進展や先行

き不透明な社会経済情勢の中、本年３月には東日本大震災の発生、

さらに９月の台風１２号による豪雨等の大きな災害が頻発するなど、

国民の将来に対する不安感や閉塞感が広がっています。 

こうした中、本県では、県民の皆さんと共に新しい三重づくりに

取り組むため、「みえ県民力ビジョン（仮称）」を平成２３年度に策

定することとし、基本理念として、「県民力でめざす『幸福実感日本

一』の三重」を掲げております。その中で、一人ひとりが個性や能

力を発揮して自らの夢や希望の実現に挑戦でき、生きがいを実感で

きる三重をめざすこととしています。 

国民体育大会を本県で開催することは、スポーツを通して、人び

とに夢と感動を与え、県民の一体感の醸成につながるとともに、人

と人、地域と地域との絆づくりを進め、活力に満ちた三重づくりを

推進する原動力になると確信しております。 

国民体育大会の招致は、スポーツ関係者をはじめ、県民あげての

強い願いであることをご賢察いただき、平成３３年の第７６回国民

体育大会を本県で開催できますよう格別のご高配をお願い申し上げ

ます。 


